
15巻 4号 昭和58年 11月

東京大学理学部
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人類の誕生と共に発生した人類進化という問題は、古くて常に新しい研究領域である。

古生物学研究が主体であったこの分野にも、分子レベルからの研究が過去25年程の間に発

展してきた。初期の頃は血清タンパクに対する抗血清を用いた免疫学的な方法がその簡便

さから広く用いられていた。その後、酵素を含む多数のタンパクの電気泳動パターンの比

較、更に種々のタンパクのアミノ酸配列の比較解析による研究が行なわれてきた。

しかし、タンパクは遺伝伝達物質であるDNAの二次産物である。また、異なった種の
DNAの間で形成させたヘテロニ重鎖の融点測定という間接的な方法はあったが、DNA
一次構造の比較という直接的な研究が待ち望まれていた。そして今まさに、組換えDNA

実験法とそれに伴う一連の分子生物学的解析法の急進展により、それは可能となった。

表紙の写真は Maxam_Gilbert法 と呼ばれる化学修飾によるDNA塩基配列決定法によ
る電気泳動パターンを示したものである。グアニン(G)、 アデニン(A)、 チミン(T)、

シトシン(C)の 4つの塩基からなるDNAの断片の末端をアイソトープで標識、適当な

制限酵素で切断・分離後、それぞれの塩基に特異的な修飾を部分的に入れたのち分解する。

ポリアクリルアミドゲル電気泳動後オートラジオグラフをとることにより、DNA塩基配
列を読み取ることができる。G、 A(A>C)、 T tt C, Cの 4つで 1つのセットになっ

ており、例えば左端のDNA断片は下からTCAAGTGATATGTTA・ ・・・ と読

んでいく。

ところで、初期の頃は古生物学者から激しい批半Jをあびたり、あるいは全く無視されて

きたこれら分子人類学的研究もようやく最近市民権を確立し、共通の認識の下での議論が

進められる状況になりつつある。このような中で、遺伝伝達物質であるDNAを詳細に直

接的に比較解析できるようになったことは、依然多くの ミッシング 0リ ンクにつつまれた

人類進化の研究にとり、有力な手法となるものと思われる。

人類学教室

植 田 信太郎

表 紙 説 明

●

●
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水島三一郎先生は、昭和34年 3月 に東京大学を

退官、名誉教授になられ、その後の10年間、八幡

製鉄株式会社東京研究所 (のちに新日本製鉄株式

会社基礎研究所)の初代所長として、企業内の開

発研究を指導された。また、学問研究の推進と国

際交流に努力され、「科学閑想曲」、「私の化学」

などの著書に加え、解説 。総説をつぎつぎに執筆

され、化学をわかりやすく親しみやすく紹介する

ことにも努めておられた。いつもお元気な先生で

あったが、今年にはいって病の床につかれ、昭和

58年 (1983年 )の 8月 3日 、ご自宅で御家族のみ

まもるなかで、この世の生涯を終えられた。

水島先生は、明治32年 (1899年)の 3月 21日 、

東京日本橋のお生まれである。大正12年 3月 に東

京帝国大学理学部化学科を卒業、直ちに理学部助

手、昭和 2年に助教授、昭和13年に教授に昇任、

化学第二講座 (29年 9月 より物理化学第一講座 )

を担当、昭和20年 1月 より25年 3月 まで、東京大

学輻射線化学研究所所長を兼任された。

水島先生は、物理化学の分野において、新たに

構造化学を創始された先駆者のおひとりであり、

国際的にこの新しい分野を先導する数々の卓越し

水島三一郎先生を偲んで

宮 沢 辰 雄 《ヒ学)

た業績をあげられた。それらの業績は、構造化学

に今日の隆盛をもたらし、有機化学、錯体化学、

高分子化学、分子生物学の分野に、構造化学を基

礎とする新たな展開をもたらしたものである。

化学科を卒業後まもなく、水島先生は、卓抜な

先見の明をもって、電磁波と物質の相互作用に関

する実験的研究に着手された。そして、アルコー

ル等の有機化合物について、電磁波の異常分散現

象を世界に先駆けて発見され、この異常分散現象

が分子の双極子モーメントに起因することを証明

された。昭和 4年から2年間はライプチヒ大学の

P.デバイ博士のもとへ留学、新たに発展しつつ

あった量子力学の化学への応用についての研究を

行なわれた。帰国後は、誘電率とラマン散乱の手

法を組みあわせ、ジクロロエタン分子に 2種の回

転異性体が共存することを発見、それらをトラン

ス形およびゴーシュ形と命名された (こ の命名法

は国際的に慣用されている)。 この成果は、単結合

のまわりの自由回転の仮説を根本的に改め、安定

な回転異性体のコンセプ トを確立し、現代化学に

変革をもたらしたものである。これらの業績、す

なわち、「有機化合物の双極子説の実験的証明お

よびこれと分子構造との関係についての研究」に

より、昭和 13年に帝国学士院賞を受けられた。ひ

き続いて、エタン誘導体などの双極子モーメント、

ラマン散乱、赤外吸収などの実験によって、分子

内部回転の研究を高度にかつ幅広く展開された。

戦後は生物科学の重要性にいち早く着目され、輻

射線化学研究所 (のちに理工学研究所第四部)に

おいて、核酸とタンパク質の研究を推進され、理

学部化学科では、タンパク質およびモデル化合物

の分子構造 (分子内部回転)の研究を展開された。
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水島先生の研究成果は独倉1的で、質量ともに世

界をリードし、国際的にも高く評価されていた。

昭和26年より毎年の夏、欧米の多くの大学より招

聘を受けて特別講義をし、わが国における構造化

学の先駆的研究成果を欧米に周知させるのに貢献

された。国際的に幅広く学会活動をされ、昭和30

年から42年まで国際純正応用化学連合本部役員、

昭和37年には国際分子構造および分光学会議 (東

京)の組織委員長を務められた。このほか、スペ

イン最高学術会議名誉会員、インド学士院名誉会

員、バチカン市国学士院会員に推挙された。昭和

36年 11月 には、「物理化学・構造化学分野の功績」

により文化勲章を受賞、さらに、アメリカ合衆国

学士院名誉会員、日本学士院会員、アメリカ学術

振興会フェロー、アメリカ合衆国科学アカデミー

外国会員に次々に推挙された。50年 5月 、エリザ

ベス女王ご夫妻の訪日に際し、日本学士院を訪問

されたエディンバラ公の接待委員を務めるなど、

国際交流と親善のため惜しまぬ努力をされたこと

などは感銘深いものがある。

わたくしは、卒業実験をはじめた昭和24年 4月

より7年半、水島先生より御指導をいただいた。

先生はいつも温容で、わたくしども若い研究室員

を暖かく励まして下さった。国際的に大きな活躍

をしておられたのに、たいへん庶民的で江戸っ子

そのものであつた。「 くずざくらJがお好きで、

「これは高いのでしょうね」といわれたことを、

いまでも想いだす。昨年 1月 7日 、化学教室に来

られたついでに、生物化学教室にも立ち寄られ、

核磁気共鳴による生体分子の構造研究の説明をき

いて下さった。そして、 3月 28日 にR,N.ジ ョー

ンズ博士の送別会のとき、先生にお会いしたのが

最後になってしまった。そのとき先生は、東京大

学にいま在学中の 3人のお孫さん達について楽し

く話しておられたことが印象に残っている。

水島先生の奥様は、敬虔なカトリック信者とし

て知られている。水島先生も、昭和31年に洗礼を

受け、信仰の道にはいられた。晩年先生は、イエ

スキリス トについて、わかりやすい本を書きたい

と言っておられたとのことである。そして、病重

く呼吸困難のうちにも先生はなお、しっかりと祈

りをされたと聞く。暑さのきびしい8月 6日 の午

後、カトリック田園調布教会には、水島先生の御

逝去を悼む数百名の会衆が参列し、葬儀 ミサがと

り行なわれた。

****************rb*,**********,**********,
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昭和58年度から、拠点大学方式によるシンガポ

ールとの理学研究国際交流の計画が進められてい

る。この紙面をかりて、この計画について説明さ

せていただきたい。

そもそも、この方式は、 5年前から、日本がA

SEAN諸 国との学術交流を深めるための手段と

して始まったものである。なぜ拠点大学方式がと

られることになったかはつまびらかでないが、お

そらく、文部省において一般の交流とは違った意

味で、拠点をきめ、その拠点が責任をもって世話

することによって、より実りのあるものにしよう

というのであろう。

最初にことわっておくが、この計画は、あくま

で研究の国際交流であって、教育を目的としたも

のではない。本計画は、文部省が日本学術振興会

に委託をして行う事業の形をとっており、日本学

術振興会は研究について扱い、留学生など教育の

問題は、今でも文部省が直接に扱 っている。

この制度は 5年前に発足したのであるから、も

ちろん本学が始めてではない。東大以前に拠点大

学となってこの研究交流が行われているものとし

て、次の 4例がある。

神戸大学   医学

大阪大学   微生物工学

東京農業大学 農学

東京工業大学 工学 (主として光工学)

これらの例を見ておわかりいただけるよるに、

先発グループはかなり応用面が強い。学術振興会

としては、これに理学をも加えたいとして、拠点

大学を東京大学に依頼してきたのである。この交

流はアセアン諸国のどこでもよいのであるが、学

問の発達という点からすると、理学に関してはま

拠点大学方式によるシンガポ
ールとの理学研究国際交流

大 木 道 則 (化学 )

ずシンガポールがよかろうということになって、

本年度からその交流がはじまったわけである。昨

年度この構想に基づいた概算要求が行われ、本年

度は交流実施のために日本学術振興会に約 2000

万円 (東大のみ)、 本学部にも設備費 1390万円

が認められている。

拠点大学というのは、上述のように世話をする

ためのセンターのようなものであって、相手国か

らの共同研究の希望が東大で受け入れられない場

合や、相手国からの日本人学者派遣希望が東大で

みたされない場合には、他の大学や研究機関にお

願いすることになる。このような場合、大学とし

て拠点大学としての東大に協力して下さる機関を

協力大学、個人の資格で研究に協力して下さる学

者を協力者と呼ぶことにしている。したがって、

拠点大学方式とは、拠点大学、協力大学、協力者

が一体となつて相手国との交流にあたる方式をい

うのである。

上述のように、拠点大学方式では、拠点大学は

相手国はもちろんのこと、国内の研究者や大学と

も連絡をとる必要がある。したがって、これは相

当の事務量増加である。このため、東大理学部と

しても人員増を要求しており、見通しは必ずしも

明るいとはいえないが、努力を続けなければなる

まい。

本年 5月 、日本学術振興会とシンガポール大学

との間で、とりきめの調印が行われた、そのとり

きめによると、初年度 (昭和58年度)に はシンガ

ポールから7名の理学者を各 2週間程度日本に招

き、日本から10人の学者がシンガポールを訪れる

ことになっている。この他、 1年 1件程度のセミ

ナーを開くことが可能であるが、本年度は初年度

-4-



であるので行わず、来年度以降に予算の裏付けを

することになっている。

またこのとりきめには「論博制度」がうたわれ

ている。論博とは論文博士のことで、日本及びシ

ンガポールの両方で研究をして、論文博士を出そ

うというものである。一般的には、シンガポール

から3ケ 月程度日本に来て研究をし、帰国して研

究をつづけるというやり方を 3年続ける程度が考

えられているが、このやり方では不充分との声が

強く、やり方にはかなりのフレキシビリティがあ

りそうである。もちろん、日本の指導教官が時に

はシンガポールに行って指導することもできる。

しかし、実際には、シンガポール大学の教官は全

て学位をもっており、直ちにこの制度にのれる人

は少いようである。

本年度の交流実施状況について述べよう。本学

部からは、 6月 2名、 7月 3名がシンガポールに

行き、視察と調査を行った。 7月 には千葉大学、

10月 には東大海洋研、筑波大の教官も調査に加わ

った。これは初年度にあたり、先方の希望をよく

調査 して対応しようとしたためである。シンガポ

ールからも既に 6名の調査団が来日しており、尚

今後 1名の教官が来訪する予定である。また、本

学部からは、山田教授 (情報)、 不破教授 (化学 )

が研究交流のために 2週間程度シンガポールを訪

れることになっており、予算が許せば、さらに 1

～ 2名の研究者を派遣したいと考えている。

これまでの調査の結果はっきりとしてきたこと

は、シンガポール側にはかなりはっきりとした希

望があるということである。これまで述べられた

希望分野としては、数学全般、レーザー物理学、

天然物化学、環境化学、海洋動物学、昆虫学、計

算機科学、組織培養学などがある。これらは、ど

ちらかといえば、本学部では対応 しにくいものが

多い。これはおそらく、シンガポールにおける研

究の比重が実用に近いものにかたよっていること

に起因するのであろう。

しかし、この交流計画は、あくまで交流であっ

て、必ずしも受身ばかりでいる必要はないであろ

う。実際、シンガポール大学の担当副学長も、将

来は非常に基礎的な研究分野での協力を期待した

いと述べている。こちらからも、積極的にある分

野での協力を提案することを考えてもよいであろ

う。

最後に、来年度以降の問題についておゝれておき

たい。シンガポール側も、ようやく事情をのみこ

んだので、来年度からは多くの来日希望がでてく

るものと思われる。日本からも多くの研究者が、

視察でなく、研究に行く必要がある。そして、そ

れは、 2週間といった短期間でなく、できれば 3

ケ月程度の長期がのぞましいといわれている。教

授の方々では3ケ 月あけるというのは困難かも知

れないが、幸いに、 8月 はシンガポールは休みで

ない。この期間ならば、教授の方にも 1ケ月程度

は行っていただけるのではないだろうか。また若

いスタッフの方には、ぜひ 3ケ 月程度腰をおちつ

けてシンガポールで研究していただきたぃものと

思う。「腰をおちつけてゃる」ことこそが、両国

親善のために役に立つだろうと思うのである。

シンガポールに行ってみてやろうという方は、

ぜひ筆者まで御連絡いただきたい。

● )

●)
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寿命が伸び縮みする核種の話

放射性核種の寿命 (半減期)が,伸びたり縮ん

だりするなどという奇怪な話があるだろうか。そ

んなことはあり得ない。人目を]に たいばかりに,

このような,いかがわしい題目をつけさせていた

だいたことを御容赦願いたい。科学的な厳密さを

尊重すれば, “半減期が確定しない核種の話"が

正しい。ここでの話題の主は,ホルミウム・ 163

という核種である。

ホルミウムといわれても,はてそんな元素があ

ったかな ?と 思われる向きもおられるかもしれな

い。大変もっともなことである。この元素は希土

類元素グループに属する。このグループの中には,

カラーテレビ用赤色蛍光体として利用されている

ユーロピウムや,若い人達にはヘッド・ ホーンの

部品として身近な、最強の永久磁石の合金 Sm

C05 に使われるサマリウムのように,実用的に

極めて派手な存在もあれば,ホルミウムのように

実用的にはほとんど光をあびることがなく,ひ っ

そりと身を潜めているものもある。

ホルミウムという元素は,質量数が 165に相当

する核種一種類のみが安定で,他の同位体は,す
べて放射壊変する。すなわち, ここでの話題の主

人公であるホルミウム。163も 放射壊変する核種

である。この核種の半減期が,驚 くほど不確定で

あることを私が知ったのは,わずか二年前のこと

であった。文献を調べてみると,15年前には33±

23年 という,高々, "人生50年"に匹敵する半減

期である。ところが,昨年出された報告では,

5000年乃至9000年 (平均7000年 )と なり,カ メの

伝説的寿命に近づいた。一挙に 100倍以上伸びた

ことになる。今年になって,ア メリカの研究グル

ープが発表した数字は,4570± 50年,同 じく今年 ,

増 田 彰 正 (化学 )

日本のグループが出した値は,(6± 2)千年と

なっている。科学技術の進歩 した今日でも, この

ような問題があることは大変面白い。ホルミウム

。163(163H。 )は , 電子捕獲を行なって, ジス

プロシウム。163(163 Dy)に 変るのであるが ,

この電子捕獲の様式があまり例のない様式である

ことが, この半減期の決めにくさの原因であるこ

とを専門家から教えていただいた。すなわち,電

子捕獲で捕獲される電子は,ス つゝう,原子核に最

も近いK殻の電子か,その次に近い L殻の電子で

あるのに対し, この場合,Kと Lか らの電子捕獲

は,エ ネルギー的な理由で禁止され,M殻から電

子が捕獲されるのである。 (半素人の私は,ヘー,

なるほど,そ うですか, と感心した。)なぜ,今 ,

ホル ミウム 0163な のか ? その簡単な説明は後
述したい。

私とホルミウム。163と の出会いについての粗

筋に話を移すことにする。私は,地球物質とか隕

石などの中の希土類元素を精密に潰1定 し,そ うい

う物質の成因とか進化とかを研究して来た。私の

測定法は,表面電離型の質量分析計を使った,安

定同位体希釈法という方法である。この方法は,

感度と精度の点で極めて優れているが, 目的とす

る元素が二種あるいはそれ以上の数の安定同位体

を持っていることが原則的な必要条件である。し

たがって,安定同位体が一種類しかない元素を定

量することは原則的に不可能という点がアキレス

腱である。前にも述べたが,ホ ルミウムも安定同

位体が一つしかない。しかし,私の地球化学的興

味から,ホルミウムも是非 0.3パーセント以下の

相対誤差で精密測定したいとかねてから考えてい

た。それには質量分析的手法が最良である。では
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どんな方策があるだろうか。比較的長い半減期を

持った同位体があれば,それを使うことである。

(私が必要とする量は, 1鴎の百万分の 1,す な

わち, 1ナ ノグラムの程度であり, このような極

微量であれば, この場合,いわゆる "放射性物質"

の規制対象にならない。)Y君 に相談したら, ジ
スプロシウム 0164に 陽子を照射すれば,ホルミ

ウム 0163を作ることが可能とのことであった。

早速, このジスプロシゥム 164を入手すべく問い

合わせたが,売 り切れとの返事だった。世界中売

り切れだった。私達は,単純にそう思っていたの

であるが,t買い占められていた"と いう表現のは

うがより真実に近いことを知ったのは,ず っと後

になってからである。日本の一グループを含む,

世界の三大グループが,ホルミウム・ 163を作り,

。その半減期を決定することに, しのぎをけずって

いたのである。そのような激しい国際的競争が起

こった背景は何だったろうか。そこには,中性微

子の質量決定という,物理学における今日的重要

問題の一つがあったのである。 (中性微子の質量

を推定するもう一つのアプローチとして,二重β

壊変の研究が意欲的に行われていることも知った

次第である。)

ホルミウムの同位体について私が抱いていた問

題意識とは全く違った問題に図らずも遭遇したこ

とは愉快なことである。私達は,今 , ホルミウム

とジスプロシウムの高純度での化学分離,及び,

それらの同位体組成の精密測定について, K君を

中心に実験準備を進めている。是非日本の研究グ

ループのお手伝いをしたいものである。これは,

私の主要な仕事から見れば, こばれ話のような話

だが,その意味においても拾い物と呼ぶのにバ、さ

わしいかもしれない。同じ希土類元素グループに

属するセリウムとネオジムの同位体存在比を精密

に測定することが当面の基幹研究であるが, この

本業にとってもプラスになることを期待している。

ともあれ,当面の主要課題の研究の帰趨が研究

者としての私の予測寿命に伸び縮み効果を与えか

ねない。いささかこわい話でもある。

Ｆ
Ｉ
Ｌ
「省エネルギー」

す。
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<学 部消息 >

教 授 会
9月 28日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認

(2)人事異動等報告

(3)研究生の入学について

(4)研究生の (研究)期間延長について

(5)昭和58年度流動研究員の受入れにつ

いて

(6)昭和58年度民間等との共同研究の受

入れについて

(7)寄附の受入れについて

(8)人事委員会報告

(9)教務委員会報告

10 企画委員会小委員会報告 (建物・キ

ャ ン′ヾ ス )

lJ 評議員の改選について

12 その他

理学部長と理職との交渉

10月 19日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

議 題 (1)前回議事録承認
(2)人事異動等報告

(3)寄附の受入れについて

(4)人事委員会報告

{5)会計委員会報告

(6)教務委員会報告

(7)その他

(次回以降開催予定は、11月 16日 (水 )、

12月 21日 (水 )、 いずれも13時 30分より、

理学部 4号館 1320号室です。)

理職は、関係教室から事態解決の強い要望が出て

いることを示しつつ、学部長の一層の尽力を要望

した。

3.技術職・ 図書職の昇格凍結

理職は、昭和58年度国家予算書から作成した資

料をもとに「行日職 5等級以上が、他の省庁では

全て50%を越え、最も良いところで80%に もなっ

ているのに、国立学校だけが、389%の 低い水準

である。その上、文部省が昇格を凍結しているの

は遺憾である」と主張した。学部長は「組合の主

張は理解できるが、他大学との関係で難しい問題

もあると聞いている」と、述べた。

その他、行口職員の行日振替について、又、60

年定年制実施に伴なう諸問題の検討について話 し

合いが行われた。

モメ

学部長と理職の定例交渉は、 9月 26日 に理学

部会議室で行われた。主な内容は以下のとおりで

ある。

1.人事院勧告の完全実施について

58年人事院勧告が今なお実施されていないこと

に対して学部長は「総長にはすでに申入れてあり、

近々、国大協もこの件で要望書を出すと聞いてい

る」と、述べた。

理職は「さらに努力していただきたい」と主張

した。

2.定員外職員の問題について

この件では、昨年来理職との話し合いが続けら

れてきたが、学部長は「 (期限付)定員外職員の

問題は、大学の教育と研究を発展させるためにも

対処しなければならないと考えている」と述べた。
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